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子どもを追いつめる

普通の家族の心理学 ～離ヵゥンセリングの現場から～

■関東支椰会■集会

去る7月80H(H)東 京竹術て関東文部の会員集会が日

‖されました。関東文都獅 たな鰤 ,としてスタートして以来

昨年に,き出さ2度日の会員集会で 支部活動一級報告や

14度 実績報告 18年度事業計画をし
'報
暴 れました.

I●動II昔では関束支部迷替委員会の」りlT治 代表(支

部長)から この1年間の支部■■のIIkり景みについて 事

え活動状況と財政状に いう●つの指標を上にその■壮

の,直 な報告がありました

そして 小】代表は次なる課睡 して「「文 口ヽ,生Jを実

現させたパワーを次は[新生 関栞文椰]づくりに精集させ

ますJと力

"ヽ

荀 言.大きなlll子で賛¨ れました

18年度の事業計画では 普及韮辿郎会や●崚 貫代割S公

企画広報部会などを郎会から共体IIIな実Ш
'来
が示され

たはか 最後に30周イF祀念|:次大会を世工て成養 せよう

との呼¨ すヽも.

外会の最,で は ll市した会員の全員力0と言ずつ発言

それぞれが交流分析への間わ,や取場 地域争での活動

の様子を議すなど会社はヽ始暖かい勢囲気に包まれてい

ました.

■研究彙全
午後からは同じ会場で研究集会が開催されました。rT究

外会は地元を1●心とした

'卜
会員にも開放され |・後からの

出用者も多く集まりました.

講躙の中1/尖司先生は大手化学会社に入社後 人事

労務 教育■に携わりさらに大手医薬品会社との合任後

は組織極断的カ ジェクトのマネジメントゃ業務改市の分野

でヽ
`躍
■をは独立され シニア産業カウンセラー また 家

旗の問題を扱う家族相談■として■日で活肥されています.

識減m始 前 司会の

'藤

覚面1イヽ妻が出席

`全

員に起

立整列をお願いしさらにf前の人のHに 手を来せて.はい

11を採んであ|たしようJとHもみ

`換

を失施.|・後の会場

も一気にリラツクスした雰囲気になりました。

そして 餞濱に立たれた中え先生は ますこのHもみ体殊

にまつわるご自身のか ら前を始められたのです。

それは 1ヱ 先生がぶt繊風■改革のリーダーとしてス薬

|・発本i`に送り込まれたときのこと

政苦のキックオワ大会が■■の定型的な話 ・I●わってし

まいそうになった雌間 このままではせっかく集まったH名

が受身の委勢のまま帰ってしまうと感した先生は「ちょっと待ぅ

てくださいJと思わず手を挙げ 「5分だけ時岡をいただいて

もよいでしようかJといいI.がらすぐ11に出て 全員に肩もみ

体操を実施しリラックスさせた雰囲気のなかで改革に力■ナ

る自分のt●いを訴えられたとのこと あとで 1司 にあたる役

員力らは「そうそうたるメンパーを前に勇気あるねえJと感心

されたそうです

中尾先生はまた40代 若 し々くさっそうとした身ごなして

企業の紙繊 ■を成し遂¨ たてきたその経歴もあいまって

恐る恐るお話を,,き始めました力ヽ ゆっくり落ちをいた話し

ぶりとごr身 の

`ヽ

験をベースにした率直で分が,やすいお

]iしにぐんぐん,き込ま′ιていきました.

■子どもを追いつめる普通の家族の心理学

～本族カウンセリングの現場から～という酬赳のとお

'1尾先生は家t・カウンセラーは

'"1談

■)として 電新相談

メールカウンセリングのはか 週12L全 国各地の家庭を実

際にヽ口1しその家族の‖題解決に一緒に

'り

紅んでいら

れるそうです

謗湿はパワーボイントで分かりやす佃 示されながら進め

られ ,々におなしみの「人生脚本J「人生態度J「柴止令J

「ストロークJ「PACJな どTA用 語があんだんにllわれま

した.

そして子どもの成長や家族の機能のメカニズムから■とし

ての心構えまどうあるべきかと展開され 夫際に起こった家

族間の

“

ましい事

“

0背 景も折,込みなからの説得力ある

お話に会場全体が大きくうなずいていました

(以下 裁濱要約)

1 人生騨本  人はどのように,っていくのか?

O生 後8ヶ月で決まる「4つの人生J

Orm OK Yoご で OK/● いを認める

OmOKY耐 ● notOK/人 のせ●ヽこする

Om● ot OK Yooio OK/自 分を貨める

C4:m● ot OK Youre n●tOK/1'喪 的
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○自己糧念の形成～晨が自己概念を強化

久件がういた時点〔 本人のあるがままの存在は否定

されている

0人 生脚本の完咸は10歳嗜

驚からのレッテル貼リー 自
/1[,す るレッテル貼り

‐ 自分はこういう人両でこのように生きていく

3大脚本 Cや ればできる 3と うせダメだ

0とうしたらいい力わ力らない

O親 の強し方で袂まる

0無 知 の愛情を与えて市てること

CFど もを一人の人間として尊重して育てること。

2機 の織

O籠 l,この世の安全●地

隋 持ちを,け 上めJ「あるがままの自分に戻れるJ安

全番地力ゆるからこそ 子どヽ は希発に外に出ていくこ

と力てきる。

○問題の「主IIJは世か?

「子れ が」問題なのではなく「親がJ●趣
(れのあり方という)条14を変えなけれま(子■ の|,超)

行動は変わらない

0■ 定的ストロークの大切さ 「安全薔刷 とf危険薔地」

織 的ストローク (聴く目を見る ほめる 信曖する

なでる抱きしめる)― 安全基地

下定1,ストローク (怒る配む相手の日を見ない

“

郵

"制止 強lll',く) ― 危険ι地

(嫌

“

けなす 無視 11間はずれ

郊 驚|● 段る検す)― 崩墟基地

0家 庭の役割

0安 全審地 0プ ラスのストローク OPACを 育む

3親 としてのt・颯え

0「生まれた時J tt切り離す

へその結を切り離した時に子どもを一人の人間として切り離せ

0自分が青った「モ
"レ
Jから切り離す

それぞれが果たすべき課題を抱えて生まれてきている

O自分の「信念Jから切り暉す

齢 は自分だけのもの。人に押し付けるものではない

O自分の「■1!Jから切り離す

○自分の腱 線」から切り離す

O自分の陣 知数求」から切りllす

0自分の「見栄」から切り離す

0規
"与
えられるものマズローの欲求颯 階説で説明

親6与えられるものは0生理②安全0所属(以上―安

全基lt)と0認知(‐ストローク)0自 己実現は自力で。ま

た虐待支配ディスカウント

“

は親が子どもの人生を奪っ

ている.

411イ ンに気づこう「少年AJの ●●

1997年に神戸市で起こった酒鬼書薇事件を基に 普血

の家庭の「少年AJカフイスカウントされ 救いのない孤独の

な力 ついにキレて峯たするまでの心理メカニズムとその間

無視されItけたサインの実例を挙げられ あらためて 子ど

もとの問わり方 早くサインに気づくこと親の責任のユ大さ

についてお話力5,ま した。

5 ♪あなたも襲もオッケー:

そして 商文の最後はひときわ明るく「♪あなたもおもオッ

ケー!」と縦めくくられました。

参加者の多くますでに子育ての終わった年代でしたが

終了後には もう一度剌子関係をやり直したいという切実な

感想が多く間かれ 純子関係の大切さストロークの大切ざ

をあらためて認絡 せていた・t たヽす|ぎらしい講演●した.

中尾先生の提蝸する「♪あなたも私もオッケー!J(♪は

ポッキーのCMの メロ粛 ,これから私もことあるごとに口ぐ

せにして,きた| とヽ思0 まヽした。
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